
レ千%訂 俄ヽィドフ0ヒヤタ` η`鮮

県
の
補
助
が
見
直
さ
れ
る

バ
ス
路
線
。
地
域
住
民
の

貴
重
な
交
通
手
段
だ
　
笠

岡
市
内

の補助制度 を見直 した ことによ り、2010年 度

には最大で 55路 線 の維持 が危ぶ まれ る ことが

分か った。

岡 山県 が 路 線 バ ス の運 行 を支 援 す る県 単 独

１０
年
度
か
ら
打
ち
切
り

問
題
と
な
る
の
は
、
県
の

「地
域
振
興
路
線
補
助
」
を

受
け
て
運
行
さ
れ
て
い
る
路

線
。
国
の
補
助
縮
小
に
伴
い

〇
二
年
度
か
ら
幹
線
バ
ス
路

線
を
維
持
す
る
た
め
県
が
支

援
し
て
き
た
が
、
昨
年
十
月

に
補
助
縮
小
が
決
ま
っ
た
。

合
併
前
の
複
数
市
町
村
を

ま
た
が
る
十
計
以
上
の
路
線

と
旧
市
町
村
内
で
完
結
す
る

三
十
五
♂
以
上
の
路
線
に
限

り
現
行
通
り
の
補
助

（赤
字

額
の
三
分
の

一
）
を
続
け
る

が
、
該
当
し
な
い
路
線
は
こ

八
、
〇
九
年
度
に
補
助
率
を

半
分
に
削
減
し
た
上
で

一
〇

年
度
か
ら
打
ち
切
る
こ
と
に

し
た
。
県
交
通
対
策
課
の
調
べ
で

は
、
八
十
六
路
線
の
う
ち
、

五
十
五
路
線
の
補
助
が
な
く

な
る
見
通
し
。
こ
の
ま
ま
可

ら
か
の
措
置
が
な
け
れ
〓
整

線
維
持
が
重
●
て
三
難
と
ヽ

ら
れ
る
．

対
象
と
な
る
路
線
を
抱
え

る
バ
ス
事
業
者
に
は
、
補
助

要
件
を
満
た
す
た
め
に
路
線

統
合
や
乗
客
数
増
加
を
図
る

動
き
も
あ
る
が
、
状
況
は
厳

し
い
。
複
数
の
対
象
路
線
を

抱
え
る
井
笠
鉄
道
（笠
岡
市
）

は

「新
た
に
市
町
村
レ
ベ
ル

の
自
治
体
の
補
助
が
な
け
れ

ば
現
状
で
の
運
行
は
難
し

い
」
と
す
る
。

県
は
補
助
見
直
し
に
つ
い

て
、
〇
六
年
十
月
に
改
正
さ

れ
た
道
路
運
送
法
で
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
バ
ス
以
外

の
交
通
手
段
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、

「従

来
通
リ
バ
ス
事
業
者
だ
け
に

補
助
を
続
け
る
の
は
難
し

い
。
今
後
は
市
町
村
が
中
心

と
な
り
地
域
の
実
情
に
あ

っ

た
代
替
交
通
を
選
択
し
て
い

く
べ
き
で
、
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
支
援
す
る
」

（交
通

対
策
課
）
と
説
明
す
る
。

県
は
〇
七
年
度
、
バ
ス
路

線
廃
止
地
区
や
公
共
交
通
空

自
地
域
で
、
自
治
体
が
主
体

と
な
る
新
し
い
公
共
交
通
手

段
の
運
行
に
対
し
、
試
行
運

行
中
の
赤
字
補
て
ん
や
車
両

購
入
費
の

一
部
補
助
す
る
制

質
を
新
設
し
た
。
現
在
四
市

町
計
八
地
域
が
対
象
に
な
っ

て
い
る
ズ^
）八
年
度
か
ら
は
、

限
界
集
落
対
策
と
し
て
補
助

を
拡
充
す
る
予
定
だ
ｃ

補
助
打
ち
切
り
の
対
象
と

な
る
路
線
に
つ
い
て
県
は
、

新
た
な
制
度
の
検
討
を
市
町

村
に
促
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
県
の
補
助
で

は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
再

編
さ
れ
た
路
線
を
支
援
し
て

き
た
天
口併
再
編
路
線
補
助
」

も
昨
年
九
月
ま
で
で
打
ち
切

ら
れ
た
。
該
当
し
た
三
十
路

線
の
う
ち
真
庭
市
内
な
ど
の

十
二
路
線
が
昨
年
十
月
末
ま

で
に
廃
止
さ
れ
た
。
残
る
十

八
路
線
は
市
な
ど
の
補
助
で

路
線
が
維
持
さ
れ
て
い
る
状

況
だ

）^

（池
葉
須
則
夫
）


